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集合組織制御による軽量マグネシウム合金板の塑性加工性向上技術

○北薗　幸一 * 1）

　マグネシウム合金へのアルミニウムの添加は、強度と
耐食性の向上に効果的であるが、添加量が多すぎると
延性が著しく低下する。そのため、添加量の少ない
M g -3A l -1 Z n（A Z 31）合金は展伸用、添加量の多い
Mg-9Al-1Zn（A Z91）合金は、鋳造・ダイカスト用と分類
されていた。しかしながら、多くの利用実績があり、耐
食性に優れたA Z91合金にA Z31合金と同等の延性を与
えることができれば、マグネシウム合金にとって非常に
画期的である。
　マグネシウム合金の延性向上には、集合組織制御が
重要である。強ひずみ加工を施すことにより、一般的な
圧延や押出し加工とは異なる集合組織が形成され、
A Z31合金において50％程度の伸びが得られることが
報告されているが、もともと延性の乏しいA Z91合金に
強ひずみ加工を適用することは難しい。
　最近、チタン粒子の分散によるマグネシウムの延性
向上法が考案された。結晶粒界に存在するチタン粒子
の塑性変形により、応力集中が緩和されたと考えられ
る。本研究では、繰り返し拡散接合法によりA Z91合金
板からチタン粒子分散A Z91合金板を作製し、その機
械的特性を評価した。

 1 .   はじめに

　市販のA Z91マグネシウム合金から厚さ2m mの正方
形板を切りだした。これらを積層し、界面にチタン粒子
を挿入した。積層板を電気炉で4 0 0℃に加熱し、拡散
接合した。接合した板を4枚に切断・積層し、同じ条件
で拡散接合した。

 2 .   実験方法

　応力 -ひずみ曲線を図1に示す。繰り返し拡散接合により、引張強度、伸びが著しく増加した。一
方、チタン粒子添加量0 m a ss%と4.8m a ss%の機械的特性に違いがないことから、チタン粒子の添
加はあまり機械的特性に影響を与えなかった。
　今回の結果を過去のA Z91合金の研究結果と比較したものを図2に示す。粉末冶金（PM）により
作製されたA Z 91合金の伸びは、約5％と極めて低い。E CA PやE CA Eにより強ひずみ加工された
A Z91合金の伸びは、やや高い。本研究で開発したA Z91合金板（斜線）は、引張強度が約300M Pa、
伸びは30％を超えており、既存の材料に比べて、特に成形性に優れた特性を示していた。

 3 .   結果・考察

　A Z91合金板に繰り返し拡散接合処理を施すことにより、30％以上の伸びを有するまでに機械的
特性を改善することができた。これは特殊な集合組織が形成されたためと考えられる。このプロセ
スは板材を対象としているため、従来の組織制御法に比べても応用範囲が広く、マグネシウム合金
板の室温成形を実現する第一歩になるであろう。
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図1.  室温引張試験によって得られた

　　 応力 -ひずみ曲線

図2.  異なるプロセスで作製された

　　　　  AZ91合金の引張強度と伸びの関係
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染色布への新規プリーツ加工

○武田　浩司 * 1）、木村　千明 * 2）、小林　研悟 * 1）、原　めぐみ * 3）

　プリーツ加工とは、編織物へヒダ（折り目・プリーツ）を付ける加工のことで、スカートやブラウス
等の製品に多く行われている。近年、プリーツ加工に適していない天然繊維、特に優れた風合いや
光沢をもつ絹織物へのプリーツ加工の要望が高まっている。絹織物への従来のプリーツ加工では、
織物の硬化やプリーツ性の低さといった問題があり、有効な加工法がなかった。昨年度の研究にお
いて、尿素を用いたプリーツ加工を開発し、絹織物本来の柔らかさと高いプリーツ性の両立を可能と
した。検討は白生地のみであった。
　消費者が繊維製品を選ぶ基準の一つとして色が挙げられる。新規プリーツ加工法を製品製造に
活用するためには、染色布への加工が望まれる。新規プリーツ加工の工程には、水の作用を受ける
工程が含まれるため、染色布の変退色が生じる可能性がある。本研究では、各種染料、薬剤を用い
て作製した染色布に新規プリーツ加工を施し、染色布の変退色を調査した。

 1 .   はじめに

　絹羽二重（14匁）を酸性染料のミーリング
タイプと金属錯塩タイプで染色した。色数は
赤、青、黄の三原色と黒の4色である。濃度は
各色 2水準とし、三原色は0 . 2 %と2 %、黒は
0.5%と5%とした。
　また、色止め剤としてシルクフィックス3A
を用いた。作製した染色布に新規プリーツ加
工を施し、加工前後の色差を算出した。

 2 .   実験方法

　染色布の新規プリーツ加工前後色差を図1
に示す。全体的に小さな値を示した。ミーリ
ングタイプの黄と赤を用いて作製した染色布
は、色差が比較的高い値を示した。色止め処
理が施された染色布の新規プリーツ加工前
後色差を図2に示す。ミーリングタイプの黄を
用いて作製した染色布の色差が色止め処理
により小さくなることを確認した。それ以外
の染料を用いて作製した染色布については、
大きな効果は確認できなかった。

 3 .   結果・考察

　染色布に新規プリーツ加工を施しても、大きな変退色はしないことを確認した。また、染料の種
類によっては、色止め処理により変退色が抑制されることを確認した。染色布への新規プリーツ加
工は可能であり、製品製造に活用できると考えられる。
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図1.  染色布の新規プリーツ加工前後色差

図2.  色止め処理をした染色布の

　　 新規プリーツ加工前後色差


